
幼児教育推進プラン策定に係る保育者等アンケート結果について
【幼児教育推進プラン策定に係る保育者等アンケート　集計概要】

　※　令和４年８月実施

　※　集計結果は、別紙

【幼児教育推進プラン策定に係る保育者等アンケートにより見えてきた課題】

　◎　自信のある保育の実施
　

　◎　幼保小連携に対する実践者の制度理解

区分 対象者 配布数 回収数 回収率
３歳以上児保護者 1,913 1,203 62.9%
３歳以上児担任保育士 110 85 77.3%
施設長 32 24 75.0%

小学校 １年生担任 32 24 75.0%

幼稚園、保育所(園)及び
認定こども園

※　傾向を明確化させるため、あえて
　「そう思う」の区分で比較した。
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「幼保小連携」の取組に対する保育者と１年生担任の意識

「幼保小の連携は必要」

「幼保小連携の目的を理解している」

「幼児教育と学校教育の違いを理解している」

「小学校での生活を見通して保育している」
「園での育ちや経験を活かし授業等を実施している」

「園での姿を十分に引き継いでいる(引き継がれている)」

そう思わない あまりそう思わない まあそう思う そう思う

保育所と小学校と
で意識の差

-100.0% -80.0% -60.0% -40.0% -20.0% 0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

保護者「園の保育運営は信頼できる」
保育者「私の保育は、保護者から信頼を得ていると感じる」

保護者「保育者は頼れる存在である」
保育者「保育士として保護者に頼られていると感じる」

保護者「保育者に相談すると的確な答えが返ってくる」
保育者「保護者からの相談にこたえる専門的知識がある」

保護者「保育者から、児童が園でどう過ごしているか伝えてもらっている」
保育者「園での児童の様子を保護者に十分に伝えている」

保育に対する保育者と保護者の相互の信頼意識の比較

そう思わない あまりそう思わない まあそう思う そう思う

保育者、１年生担任共

に「幼保小連携は必

要」としているが、幼

保小連携の目的や趣旨

に対し、自信を持って

「理解している」とは

言えない状態

⇒　幼保小連携実務者

会議内における制度実

践への意識合わせとそ

の深化が必要

保護者からの信頼は

得ているものの、保

育者は専門的知識や

経験に基づいた自己

の保育に対しては自

信がない。

⇒　専門的知識など

について、より一層

強化していく必要

（研修、園内勉強会

等の実施）
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　◎ 保育者の研修の現況と身に付けたい資質・専門性

-20.0% 0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

必要な知識を身に付けるため、園外研修に参加したいと思う

園内研修の内容は保育の実践に役立っている

研修の役立ち度、園外研修への意欲
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(N) その他

(M) 健康及び安全に対する教育

(L) カリキュラム・マネジメント

(K) 指導計画の作成

(J) 食育・アレルギー対応

(I) 幼保小連携の内容や方法、小学校教育

(H) 保健衛生・安全対策

(G) 人権教育

(F) 幼稚園教育要領・保育指針等の理解

(E) 発達支援教育

(D) コミュニケーション能力

(C) 保護者への支援

(B) 環境の構成

(A) 子ども理解と子どもの見取り方

今後身に付けたい（身に付けさせたい）資質・専門性

施設長が今後職員に身に付けてほしい資質・専門性 保育者自身が今後更に身に付けたい資質・専門性

複数回答（３つまで）
○現状の園内研修は、

一定の役立ち度を示し

ている。また、園外研

修への意欲もある。

○施設長、クラス担任

共に「子ども理解」や

「環境構成」「保護者

支援」など、保育の基

本となる項目への研修

の必要性を示している。

また、クラス担任自身

は支援が必要な子への

対応のための「発達支

援教育」の研修を求め

ている。

⇒　これらの意向を踏

まえ、研修を一層充実

させていく。


